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『
白
き
貝
殼
ｌ
日
本
海
軍
歯
科
医
科
士
官
の
歴
史
』

こ
れ
は
日
本
の
海
軍
歯
科
軍
医
制
度
（
陸
軍
で
は
歯
科
医
将
校
、
海

軍
で
は
歯
科
医
科
士
官
）
の
歴
史
に
つ
い
て
書
か
れ
た
貴
重
な
本
で
あ

る
。
と
い
う
の
も
こ
の
制
度
は
正
式
に
は
昭
和
十
六
年
に
始
ま
っ
て
昭

和
二
十
年
に
終
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
医
学
史
か
ら
見
る
と
ほ
ん
の
束
の

間
の
出
来
事
に
過
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
一
方
こ
れ
に
は
「
軍
医

と
歯
科
軍
医
ｌ
医
科
と
歯
科
ｌ
の
関
係
」
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
の
で
そ

こ
に
一
つ
の
意
味
が
あ
る
。
ま
た
軍
医
制
は
敗
戦
を
挾
ん
だ
混
乱
の
中

で
終
始
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
資
料
等
も
散
逸
し
た
も

の
が
多
く
、
後
世
に
な
っ
て
は
追
及
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

著
者
は
丁
度
昭
和
十
九
年
九
月
に
歯
科
医
専
を
卒
業
し
て
短
期
現
役

と
い
う
制
度
に
よ
っ
て
、
海
軍
歯
科
医
少
尉
と
し
て
服
務
し
て
こ
の
制

度
に
触
れ
、
軍
医
と
歯
科
軍
医
の
関
係
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
と
こ
ろ

が
あ
り
、
併
せ
て
太
平
洋
戦
争
で
戦
死
を
と
げ
た
多
く
の
先
號
、
岡
僚

へ
の
鎮
魂
の
思
い
を
込
め
て
、
歯
科
軍
医
の
流
れ
を
突
き
止
め
た
い
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
困
難
な
こ
の
資
料
集
め
を
始
め
て
こ
れ
を
書
き
上

げ
た
の
で
あ
る
。

振
り
返
る
と
日
本
で
形
の
整
っ
た
所
謂
西
洋
医
学
教
育
が
始
ま
っ
た

の
は
、
幕
府
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
来
て
貰
っ
た
あ
の
軍
医
の
ポ
ン
ペ
が
文

久
元
年
に
長
崎
で
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
軍
医
学
校
を
な
ぞ
っ
て
始
め
た
医
学

傳
習
所
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
物
理
、
化
学

山
崎
紳
著

な
ど
も
加
え
さ
ら
に
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ま
で
も
す
る
つ

も
り
で
一
二
○
ベ
ッ
ド
の
療
養
所
も
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
東
大
医
学
部
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
明
治
六
年
の
大
学
東
校
で
は
最

初
の
教
師
は
プ
ロ
シ
ア
か
ら
派
遣
さ
れ
た
陸
軍
と
海
軍
の
軍
医
の
ミ
ュ

ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
で
あ
っ
た
と
い
う
具
合
で
日
本
の
医
学
教
育
の

ル
ー
ツ
に
は
軍
医
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。

ま
た
徴
兵
制
度
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
六
年
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は

医
師
免
許
制
度
の
始
ま
る
前
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
軍
医
が
検
査
に
当

た
っ
て
い
る
。
徴
兵
検
査
で
は
口
腔
検
査
も
軍
医
が
行
っ
て
い
て
、
し

か
も
そ
の
検
査
で
不
合
格
に
な
っ
た
者
も
あ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

軍
医
制
は
医
学
教
育
、
医
療
制
度
に
と
っ
て
も
先
駆
的
な
位
置
を
占

め
て
い
た
こ
う
い
う
流
れ
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
ら
よ
り
大
分
遅
れ
て

形
が
整
っ
て
き
た
歯
科
医
制
度
の
上
に
立
っ
た
歯
科
軍
医
の
道
は
苦
渋

に
満
ち
て
い
た
が
、
著
者
は
海
軍
軍
医
制
を
縦
糸
に
、
歯
科
の
流
れ
や

単
医
制
の
流
れ
を
横
糸
に
し
て
、
一
・
草
創
期
、
二
・
明
治
時
代
、
三
・

大
正
時
代
、
四
・
単
縮
時
代
、
五
・
無
条
約
時
代
、
六
・
創
設
の
動
向
、

七
・
制
度
の
創
設
、
八
・
太
平
洋
戦
争
、
九
終
戦
と
制
度
の
分
析
と

い
う
九
の
区
分
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
く
調
べ
上
げ
た
資
料
を
基
に

し
て
記
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
を
貫
く
著
者
の
歯
科
医
療
、
歯
科
医
学
へ
の
熱
い
眼
差

し
が
医
学
史
や
歯
科
医
学
史
に
と
っ
て
は
小
さ
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
過
ぎ

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
「
歯
科
軍
医
制
」
の
歴
史
に
な
に
か
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
を
与
え
て
い
る
。
と
く
に
巻
末
に
添
え
ら
れ
た
歯
科
医
科
士

官
並
び
に
堀
託
歯
科
医
名
簿
は
多
少
と
も
関
わ
り
を
も
つ
人
に
と
っ
て
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『
華
岡
胄
洲
と
「
乳
巖
治
験
録
」
』

か
ね
て
か
ら
華
岡
青
洲
先
生
研
究
家
で
あ
る
松
木
明
知
先
生
が
、
華

岡
青
洲
の
最
大
の
事
業
で
あ
る
世
界
で
最
初
に
全
身
麻
酔
下
乳
巌
の
手

術
を
さ
れ
て
か
ら
記
念
す
べ
き
二
○
○
年
後
の
今
川
、
そ
の
「
乳
雌
治

験
録
」
を
上
梓
さ
れ
た
こ
と
は
真
に
意
義
の
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

先
生
に
は
各
種
文
献
を
も
と
に
和
洲
五
条
駅
の
藍
屋
か
ん
（
六
○
歳
）

の
乳
雌
手
術
を
敢
行
さ
れ
た
事
実
を
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
乳
雌
手
術
の

図
式
を
掲
戦
さ
れ
て
判
明
し
や
す
く
さ
れ
た
点
、
又
そ
れ
以
後
の
手
術

例
な
ど
も
研
究
さ
れ
て
明
確
に
さ
れ
た
こ
と
は
青
洲
の
乳
巌
外
科
手
術

を
知
る
上
で
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

尚
、
巻
末
に
は
文
献
が
数
多
く
判
明
し
や
す
く
列
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
青
洲
研
究
家
に
と
っ
て
今
後
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

先
生
の
ご
労
作
に
対
し
て
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

所
で
、
私
は
五
代
目
で
す
が
、
初
代
の
岩
瀬
敬
介
は
額
田
郡
高
須
邑

よ
り
文
政
十
二
年
八
月
舂
林
軒
に
入
門
し
、
六
十
九
歳
晩
年
の
青
洲
先

生
に
師
事
し
て
四
年
間
の
後
免
許
皆
伝
と
な
り
帰
郷
し
現
在
の
岡
崎
市

〔
東
京
都
世
田
谷
区
北
沢
一
’
二
一
’
六
、
平
成
十
六
年
四
月
十
日
、
Ａ

五
判
、
三
一
六
頁
、
非
売
品
〕

は
他
で
は
得
が
た
い
資
料
と
し
て
感
動
を
与
え
る
と
思
う
。

（
榊
原
悠
紀
川
郎
）

松
木
明
知
杵

福
岡
町
に
て
開
業
し
ま
し
た
。

帰
郷
に
際
し
敬
介
は
七
十
一
歳
の
時
、
青
洲
先
生
寿
像
や
先
生
の
数

多
く
の
伝
言
及
び
二
巻
の
秘
伝
図
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
伝
吉
は
青
洲

先
生
の
秘
伝
講
義
録
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

胄
洲
先
生
医
談
、
青
林
軒
膏
方
便
覧
、
東
郭
先
生
医
談
華
岡
先
生
評
、

吉
益
丸
散
方
、
丸
散
方
考
、
搬
要
方
（
二
巻
）
、
外
科
虎
方
録
、
青
嚢
秘

録
、
丸
散
録
（
完
）
、
南
涯
先
生
青
洲
先
生
険
証
百
門
等
、
婦
人
良
方
、

産
科
璃
言
（
全
）
、
燈
火
医
談
（
全
）
、
華
家
門
人
姓
名
録
、
治
痘
要
方
、

瘡
科
哨
言
（
全
）
、
等
で
あ
り
ま
す
。

又
、
秘
伝
の
巻
き
物
は
二
巻
で
あ
り
一
つ
は
整
骨
巻
木
綿
の
秘
事
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
外
科
の
秘
事
で
あ
り
、
外
科
の
秘
事
の
一
部
は
前

半
が
欠
落
し
て
お
り
、
よ
っ
て
青
洲
を
有
名
に
し
た
乳
巌
の
手
術
の
図

式
は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

呉
秀
三
先
生
の
華
岡
青
洲
及
其
外
科
の
乳
服
姓
名
録
に
よ
れ
ば
そ
の

手
術
例
は
敬
介
の
入
門
し
た
一
八
二
九
年
で
は
三
例
で
あ
っ
た
が
翌
年

翌
々
年
に
は
各
二
例
あ
り
、
帰
郷
の
天
保
三
年
に
は
一
例
も
記
戦
さ
れ

て
あ
り
ま
せ
ん
。
松
木
先
生
の
乳
厳
治
験
録
に
よ
れ
ば
一
八
○
四
年
か

ら
一
八
○
八
年
の
五
年
間
で
は
一
六
件
で
、
一
八
○
九
年
か
ら
一
八
一

三
年
の
五
年
間
で
は
四
三
件
と
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

敬
介
の
春
林
粁
入
門
中
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
某
日
、
晴
、
冑
洲
先
生

と
吉
野
川
に
鮎
釣
り
に
行
き
帰
宅
後
、
舞
妓
を
呼
ん
で
大
い
に
楽
し
ん

だ
と
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
青
洲
先
生
も
ご
壮
健
の
様
子
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
晩
年
に
な
っ
て
手
術
例
が
壮
年
期
に
比
較
し


